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｢パッション｣第4 5号をお届けしますo訂正のお願いですo関係各位にお詫びして､ここに訂正します｡

①　2ページ-見出し　油翠庵でのゆかた茶会遠州流　中川英津子( ｢多美子｣は誤り)

②　5ページ-見出し　三重岳人仁会青少年大会( ｢青年大会｣は誤り)

③　9ページ-パッション広場の文中　選評　コスモス　高井睦朗(睦｢郎｣は誤り)

④同ページ-パッション広場の　きらら短歌会鈴木利子作品中　美濃は雪と伝えし妹かたき胡桃･-

(美濃は雪と伝えし｢い｣妹かたき胡桃- ･は誤り)

⑤ 13ページ-2段目後ろから8行目　その時から15年間､ ･ -(｢5｣年間は誤り)と後ろから4

行目　和田多先生- ･和田先生は誤り

⑥ 20ページ-平成2 3年度四日市市文化協会役員の中　副理事長(- - -)水谷達の次の行に

入れる　会計責任者　平野恵美子

⑦同ページ一ページ最後の四角の中編集石井亨の次に石塚真木を入れる　同ページ-発行所に

住所　四日市市昌栄町( ｢庄｣栄町は誤り)

2011年8月20日

四日市市文化協会　広報部

責任者　西村邦彦
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｢久留倍遺跡｣古代史のロマン～｢歴史ゼミナール四日市｣創立2 5年周年シンポジウム～

代表久保村秀高

｢歴史ゼミナール四日市｣　は
今年25周年を迎えるが'一昨年'創設23年目に20周年を記念するシンポジウムを開催した｡遅れたには理由が複数あるが'第一は出演者にあった｡このシンポに対する会の意気込みは大であ-'結果として多忙な方々ばか-を出演者に選んでしまったのである｡特に'コミュニケーション教育の必要性を説き'当時'大阪大学の新プロジエクーの中心にいた平田オリザ氏は'年に1日しか土･日の空きが無いという超過密スケジュール｡日程調整には大いに苦労するところとなった｡現在'氏が内閣参与

となったことについては皆さんご存知のところであろうLt　スタッフの氏に対するこだわりの正しさがご理解戴けよう｡

さて'現在では'この会の草

創期を知る人も既に数少な-なったので'ここで三一日触れておくこととしよう｡発想の原点は'当時四日市においては'なかなか魅力ある講師の講座はな-'僅かに郷土史的なものに限定されていた｡真に一流の講師陣の講座を聴きたいと思うと'大都市'東京･大阪'近-て名古屋までい-必要があった｡そこで'思いを同じくする同志'北野保民らが語り合い'①講師を自選Lt②広-市民の参加を呼びかけ'③行政や関係団体の支援は受けないこと'を基本に'さらに文化事業に理解の深かった故中島社長の賛同を得て(有)東海出版に事務局を置-ことと

した｡現在は娘さんの稗田多美子さんが中島社長の遺志を引き継がれ'当会を支えて戴いており'本当に深謝するばかりである｡

晴れて船出した初回講座は'

当時奈良国立文化財研究所飛鳥資料館学芸室長であった猪熊兼勝氏による　｢飛鳥と韓国･日韓古代文化交流｣という内容で文化会館を会場に開催した｡四日市にあって最先端の知識に触れ得た経験は､実に新鮮な感動として今に記憶してお-'この時の経験が現在に至る原動力となっていると感じている｡その後'新たな四日市の文化の中心となるべ-開館した博物館の講座室に場所を移して現在まで続けてきている｡

さて､創設25周年'現在｢久
留倍遺跡｣　の実態に迫るシンポジウムを準備中である｡詳細についてはこれからだが'1 1月20日　(冒)'都ホテル4F伊

勢の間での開催を計画している｡コーディネータとして東京大学の佐藤信氏に了解を戴いており'パネリストには皇学館大学の岡田登氏'四日市市立博物館の堀越光信氏にお願いしている｡このシンポジウムを通じて､久留倍遺跡が真に市民の誇るべき歴史遺産･文化資産となるよう考察を深めて戴きたいと考えているとともに､今後ともこの地域の歴史や文化･美術'自然科学や環境などの世界に向けた情報等々'皆さんの興味の向かうところに賛助し続けていきたいと考えている｡

なお､20周年記念行事に引き
続き'今回の25周年のシンポジウムにも'ご協力をご快諾戴いたマツオカ建機社長'松岡美江子さんには心よ-お礼を申し上げるとともに'今後とも本市の文化を支える大きな力としてご助力戴けるようお願い申し上げる次第です｡

【今年度の第3 3期講座】四日市市立博物館講座室にて開催中｡
いずれも1 4時開講[有料]　お問い合わせ059-345-34105月28日(土)　7月2 3日(土)　9月2 4日(士)　日月2 7日(土)平成2 4年　1月2 8日(土)　3月2 4日(土)詳細はhttp‥＼＼d.hatena.ne.jp＼｢ekizemi･yokkaichiJ



特集～文化を繋ぐ

I ･.e:I. ･15.･ :I.!一

′ A.LJ

近頃よ-幼い頃を思い出す｡

母に着物を着せてもらって初詣に行ったこと｡祖母と母と三人で雛人形を飾りつけたこと｡

遠州流　中川多美子
いと味わってくれる｡｢お先に｣

｢結構です｣という言葉の中に
思いやりの心を感じてくれる｡彼らの中には'日本人としての

DNAが間違いな-受け繋がれている｡

グローバル化の進む今日'多
くの子どもたちが世界へと飛び立っていくであろう｡そのときに､日本人であることを誇-に思い'日本の文化を積極的に発信していってほしい｡私達が

自然に受け継いできた伝統文化を子どもたちに繋ぐことこそが'われわれ大人の使命なのではないか｡

茶道を通して'文化を繋ぐお

手伝いができればと強-感じている｡

菖蒲湯に父と一緒にはいったこと｡私が幼かった時代は'季節の変化に敏感で'父母や祖父母と一緒に楽しめる諸行事が当た-前のように私の周-にあふれていた｡そんな風景が少なくなったと感じるのは私だけであろうか｡

数年前から'私は幼

稚園や小学校で茶道体験教室を開催している｡子どもたちに行事の話をすると'純粋な瞳が輝きだす｡季節の花を生けると'その花の名前を興味深-覚えて-れる｡そして背筋を伸ばして正座Ltお抹茶を美味し

ゆかた茶会～伝統文化を子どもたちに～
日時　平成2 3年8月2 0日(土)1 0-1 5時(随時)場所　四日市市茶室　酒翠庵会費　600円

小学生以下無料※必ず保護者がご同伴-ださい
(定員にな-しだい締め切-ます)

主催　撫子会茶券のお申し込みお問い合わせ

090-2924-9668　(中川)

助成　公益財団法人岡田文化財団'-わしん福祉文化協力基金後援　四日市市　四日市市教育委員会

菰野町教育委員会　茶道遠州会愛知支部

なでしこ撫子会　本会は'茶道を通して子供たちへ日本の伝統文化を継承することを'目的とLt礼

儀や人を思いやる心､季節を感じる心を育ててい-ための活動を行っています｡平成20年'遠州流茶道中川宗津社中を母体とし発足しました｡幼稚園'小学校での茶道体験講座やクラブ活動を通じて'次世代を担う子供たちが'日本の素晴らしさを感じて-れるよう取-組んでいます｡

会員募集一緒に活動して-ださる方を募集しています｡ご興味のある方は左記の連絡先まで

お問い合わせ-ださい｡　090-2924-9668　(撫子会　中川)
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石井アカデミー･ド･バレエ主宰　石井　亨

石井アカデミー･ド･バレエ創立50周年記念　2003年12月7日　四日市市文化会館　第1ホールにて

には'四日市交響楽団'四日市少年少女合唱団の協力を得て'指揮者には全国で活躍する竹本泰蔵先生を招き｢-るみ割り人形全幕｣　を上演することが出来た｡

50年以上

教室を続けて　い　る　と'生徒の中には親子2代はもちろん三　代　に　わたって教室に通う方々も珍しくない｡四日市に根付いた

京都でバレエを教えていた

両親が'緑あって四日市に招かれ'教室を根付かせてから半世紀以上が経つ｡2003年

んだという喜びとともに'感謝の気持ちでいっぱいである｡

ところで近年は'いろいろな

ジャンルの踊りが増えてきた｡

クラシックバレエは'1 9世紀に完成された技法'振付が今に伝えられているが'現在も多-の指導者'踊-手によ-新しい技術､身体の使い方がまだまだ研究'開発されている｡私たちは'過去の偉業を尊重し継承しつつ'新たなものを取-入れる努力もしなければいけない｡クラシックバレエがすべての踊りの基本だと言って'ずっと変わらずに同じ事を--かえすだけではいけないのだ｡

文化の継承ということは'新

しいもの'考え方を受け入れる柔軟な姿勢も大切なのだと思
1つ○

そして四日市のみならず'日

本のバレエの発展に微力でも貢献する熱意を持ち続けたい｡
最後に｡　サッカーや野球選

手が海外で活躍するように'バレエ界でも外国のバレエ団に所属する日本人が増えてきている｡真面目で努力家の日本人は'世界で踊るチャンスがあるのだ｡今の若い人達は'可能性のある限-世界に目を向けて活躍の場を拡げてもらいたい｡
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山口　香魚

初めての夏休みに先輩から

｢夏休みの絵画教室｣の手伝い
の依頼があり'その現場

ることができました｡この様なことは誰でも教師1年生が学んでい-過程なのですが'｢図工｣｢美術｣は共に｢楽しみ｣｢喜び｣｢感動｣して､初めて心を開き'安心して諸々の美しさ'面白さなどあらゆる感覚を総動員して表現して-れるのが

一番だと思いました｡その時'
子どもの心と一体化して共に満足､幸せを感じるひと時でした｡

幼児'小学校低学年の児童

は'肌で感じて楽しんで一緒に粘土をさわ-'こねて､足で踏んでその冷たさ'やわらかさを

子どもと共に絵画教室で絵

を措き続けて50余年｡パッションの編集者から｢何故かくも長-続けることができたのか｣と問われて'改めてこの50年余を振り返ってみました｡思い起こせば'私学の教師として小･中･高校生の図工'美術を担当することになったのが始まりでした｡当時'大変張-切って授業に臨んだことを覚えています｡なかなか大学で学んだ教育法や教育実習の実践どおりとは行かず'毎日が必死の状態でした｡

で'先生方が子供の遊びのような楽しい指導方法を展開されるのをみて､
｢あっ'これなのだ!

絵の上手下手ではないこと｣を｡自分が小学生の時に先生に褒められたことを思い出し｢その時の言葉を思い出しながら楽し-夢を持って措けたこと｣を｡

小学生を知るには幼児

から'幼児を知るには赤ちゃんから｡自分は子どもが本当に分かっていなかったと思います｡『発育や脳の発達から全てを理解し子どもと共に遊んで楽しみ｢措-｣｢作る｣自由な心を育てるのだ』　ということを理解し学習す

知ります｡古新聞を破って'ちぎって'その昔や面白い形をみつけます｡絵具をいろいろ溶かす色水ごっこなど表現の楽しさを味わうことだと思います｡

こんなことはどこの幼稚
園児や小学生でも楽しんでいることでしょう｡小学校高学年'中学生'高校生になればより技法も豊富になり内容も探-なって'大人も顔負けのすごい作品が出きます｡また短大の幼児教育'初等教育の絵画制作'図工教育の授業も行いましたが'前述の幼児'小学生を指導する機会がありましたので'参考にでき勉強になりました｡日々を楽しく重ねた50余年でした｡今も続いていますが･　｡
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副会長　芝田　尚輝

三重岳仁会は'｢社団法人｣

日本詩吟学院岳風会の認可を受けてから'五十二年になる会員数約五百名の詩吟を愛好する人の団体です｡

いろいろと行事は行ってお
りますが'その中でも主な行事はまず六地区に分かれて毎年会員が主となって'一吟づつ和気あいあいと和やかに'吟の発表会をしています｡

また本部行事としては'競吟
大会が有-ます｡吟向上を目指して頑張っている人達は'ラン

クに分かれて競い合う大会です｡

出吟者はこのためと言って

いいほど'吟の勉強をします｡

そして青年大会は'子供たち

の大会です｡一吟あり'構成吟有りですが'初めから終わりまで子供達ですべて行い'大人は少しサポートをする程度で'立派に運営をしてくれます｡頼もしく感じます｡

また'楽しみを一番にした､

婦人部主催の吟行旅行と言うのがあり､これは本当に楽しい

日旅行です｡婦人部は二年に度'吟道大会も催されます｡この他にも多-の行事が有

りますが'何といっても趣味の事､楽しみながら'和気あいあいと行ってお-ます｡支部によっては'地域の敬老会や文化祭'病院施設の慰問等に出かけたりして'充実した詩吟生活を楽しんでいます｡おおさな口をあいて'おおきな声を出して爽快!な気分を皆さんも味わいませんか｡これからの人生も楽しくなりますよ｡

今からでも遅-

有-ません｡ぜひ楽しみながら一緒にしてみませんか｡お待ちしています｡

事務局
〒五二一-一一

一一

四日市市山田町二四五二の二℡〇五九-三二八-二二七四

会長　山村岳朔

平成22年8月22日(日)亀山青少年研修センター
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後車不孝見
(流水は先を争わず)

元市議会議員

水野幹郎
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市場原理主義という言葉が日本社会に浸透し

て1 0年が経つ｡競争原理の導入で経済を活性化させる等々'専門家は日本の将来がバラ色であるかのように語ったが'現実は格差の拡大やその固定化など､いろいろなところで社会の歪みが生まれてしまった｡

さらに悪いことに'教育や文化など必ずしも

競争に適さないような部分にまで'競争原理が持ち込まれてしまってはいないだろうか｡

私自身は'盆栽をもう訓年も続けているが'

盆栽には｢あと1 0年もすればモノになる｣といっ

た評価がある｡近視眼的に競争をあおる世界ではな-'こうした長期的な成長を目指す世界こそが'文化の神髄ではなかろうか｡

また'芸道･茶道･華道など日本人は'武芸

だけでな-文化にもそれぞれの分野の　｢道｣を極めることを好んできた｡

他者と競うのではな-'自らが｢道｣　のどこ

にいるのかを求める姿勢が日本文化を世界から賞賛される地位にまで昇華させてきたのである｡

中国の古典に由来するが｢流水不争先(流水

は先を争わず)｣という言葉がある｡渓流を流れ

る水は'先を争う訳ではな-'時にゆった-と岸辺を洗い'時に落ち葉とともに急流に身を委ねる｡行きつ-先はどの水も'大海である｡

私達も競争に背を向け'ゆっ

た-とした姿勢で'文化欄熟の大海へと流れて行きたいものである｡
(アイウエオ順に執筆をお願い

しています)



石碑｢五箇条の御誓文｣

日本考古学協会会員　北野　保

このほど'四日市商工会議所
広報『商工春秋』の連載(6 0話)を集録した　『よっかいち歴史浪漫紀行　時代を生きた群像の軌跡』　(A5判･136ページ)を上梓し'現在'発行元の四日市商工会議所で頒布している｡

本連載は'その姉妹編とも言
うべきもので'引き続き四日市の　｢近･現代史｣　に焦点をあてた史話を記したい｡

慶応四年(明治元年)　三月

十四日'明治新政府は五ヵ条からなる国家の基本方針を京都御所の紫哀殿において公布した｡これが世に言う｢五箇条の

御誓文｣　で'その原型となったのが福井藩士由利公正　(三岡八郎)の作成した｢議事之体大意｣であると言われている｡
〝まちなかのオアシス″　諏訪

公園に'写真のような五箇条の御誓文を刻む｢誓上御柱｣と称した石碑がみられる｡

五角形の碑面には'①｢贋ク
合議ヲ興シ商機公論二決スヘシ｣　(広-会議を開設し'何においても公の議論によって決めること)'②｢上下心ヲ一二シテ盛二経論ヲ行フヘシ｣　(上に立つ者も下に立つ者も心を一つに合わせて国のため'活

動に励むこと)'③官武一途庶民こ至ル迄各其志ヲ遂ケ人心ヲシテ倦マサラシメン事ヲ要ス　(官吏も武士も庶民もみな一つとなって'それぞれの志を遂

げることができるようにして､国民が失望した-やる気を失うことがないようにしなければならない)'④｢奮来ノ随習ヲ破り天地ノ公道二基クへシ｣
(古-からの仕来-に囚われ

ず'世界に通ずる普遍的な道理に基づいて行動して行こう)'⑤｢智識ヲ世界二求メ大こ皇基ヲ振起スヘシ｣　(知識を広-港外に求めて'大いに日本という国を発展させるべきである)　と
｢公爵一棟賓孝書｣を刻む｡

そして'台座には①｢摘発｣'

②｢天晴｣'③｢あな面白　昭和九年三月吉日｣'④｢あな手押し　村山清人謹建之｣　とある｡

和九年四月八日に竣工式が執り行なわれ'市民に親しまれた
｢市民壇｣とともに設置をみた

もので'その工費は約八千円であったと言われている｡

本来の設置場所は'国登録有
形文化財の旧四日市市立図書館　(現在のすわ公園交流館)　の西側で'当初は市民壇に隣接してあったという｡

なお'村山清人氏は伊勢市

(旧字治山田市)　出身で'村山
石炭㈱の代表を務め'昭和七年十月十一日～同十一年十月十日までの四年間､四日市市議会議員の職を兼ねた実業家である｡

『旧四日
市を語る

第三集』

(平成四年一月発行)
によると'この石碑は台座の碑文にあるよ､つに'村山清人氏の寄付によって昭
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【短　歌】
選評　　新アララギ

力

長女よ

り
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四日市短歌会　　失守多嘉子

(評)娘を嫁がせる日の思いを親に告げて

親の思いがようやく分った｡親子の情愛の機微がよ-出ている｡

LIP.小

8隈きて歌授からぬ孝之ちド

細へ塗れて草の孝準ふ

四日市短歌会　　森　　れい

(評)　この作者の心の捨て所は畑なのであ

ろう｡歌が授-ものと感じている作者の心根がいい｡

選評

国民文学

小

林

莱

南あとを尊ぶきしるけさ樹今に

田が射してそれぞれ摘をやどす

四日市短歌会　　柳　三重子

(評)　何でもない樹々の有様であるが'よ

-凝視され見過してしまうようなことを発見している｡過ぎゆ-時の凝視でもある｡

震災後包有のつづき1J園に

咽かりなき夜を掻嘆き鵡つ

久波奈短歌会　　伊藤　玲子

(評)　三月十一日の大災害以来'自粛と節

電の意味で公園も暗-なった｡それを肯定しながらも闇にうかぶ桜の花を悼む作者｡

清水会計事務所
税理士　清水　常雄

税理士　清水　秦

〒510-0095　三重県四日市市元新町3番10号
TEL (059) 351-5286 (代表)

FAX (059) 351-5297

E-mail : shimizu-kaikei@nifty.com



ペットボトルを草へ鼠るるボーりレグ

後肢となれば老いら禽亀す

あかね短歌会　　都梅　照代

(秤)のどかで和やかな風景が目にうかぶ｡

しかし競技となると1同真剣な表情で激励し合ったりする｡結句が微笑ましい｡

でないが'その背の寂参だけが記憶に残った｡｢うすき｣という具体が効いている｡

逢艶稗より牟常夫に虫でてゆく

子らの写鼻を忍ばず橡でぬ

羽津野短歌会　　高橋美智子

(評)　下の句は自分の行動をそのまま表現

したが､真実心の表われであるから稚拙のようであってもこれでよいと
田3,つ｡

夏の蓋す㌘…畿㍍㌻後

◆の

きらら短歌会　　形岡　トミ

(評)　開門前の屋外プールの景｡突然'無

いろ

数のさざ波が立ち'水面に光と色が散乱｡作者はそれを巨大な万華鏡と見たてた｡

選評

コスモス　　高　井　睦　明

草に皐て何を含げしかモさせほ

うすき脊中を見せて去りたり

きらら短歌会　　中山トシ子

(秤)夢の記憶｡母の告げた言葉はさだか

い▲もと

鼻膿は骨と偽へしい妹かたき胡桃

勃るがに夷の夜の率移せぐ

さらら短歌会　　鈴木　利子

(評)　｢かたき胡桃割るがに｣という比倫

が妹の衝撃的な告白をよ-表し'一方'破調が一首の重さをしっか-と支えている｡

いま将棋sho9iガ面白い.I
･ ･ ･ http://www.dmaren.COmI

強さを敢学で表記【当会独自のレーテインク方式】でめきめき上達する
-･会員募集中今すぐ入会3000円/年間

○伝統文化の一つ将棋で楽しみたい人【会】のご相談にお答えします｡

当会は将棋の分野での地域N POをめざしています｡

匡園日本アマチュア将棋連盟東海ブロックよっかいち
〒 510-0085　四日市市諏訪町7117 (四日市市役所北となり)

℡･ファックス059-354-0625



Sporklng Persona/Ify　輝くひと

画廊を聞く･夢拓く

ギャラリー慧　山口恵子さん

もの心ついた頃から習い事

をするのが大好きな私でした｡

6歳6月から日本舞踊に始

まり'ピアノ'絵画'そろばん'お習字'英会話'学習塾--不思議と'どの時間も嫌だとかさば-たいと思ったことは一度もなかった｡

どうも母親は'私を　宝塚歌
劇団に入団させたかったみたいでした｡小6の時には'名古屋の児童劇団のオーデションを受け'合格したものの'親の付添いができないという理由であっさ-諦めたらしい'本人の意向は無視で･･･｡

今となってはそのどれもが

大成せず'しかしパーツとしては非常に役立つことが多かったように思う｡

時間が持て始めた頃でした-･その糸口が見えたのが今から5年前｡

3 0年前に嫁いだ稼業を急に

廃業すると言い出した主人にびつ--したものの'この機を逃すことはない'とばかりに'国内外旅行'行きたかった美術館や絵画展'観劇や音楽会に足を運んだ｡趣味の絵画や音楽にも時間ができ

の開業だ!

とはいえ'この道には何も知

識がない私､この無謀な思いをどうしようか-

絵画の世界もカルチャーセ

ンターの延長で､絵の知識は初心者そのものでした｡そんな私に画廊ができるだろうか-
ところが､すぐさま､凄い理解

五十路を迎

える頃'いったい私は何がしたいのだろう-と悶々たる思いが頭から離れることがなかった｡子育てにも手が離れ'自分

た｡

モヤモヤしていた胸

のつかえが少しずつ取れ始めたのは'ある一軒の建物の出現でした｡

それは諏訪新道とい
う四日市の中心にある商店街の中'打ちっぱなしのコンクリート3階建て､しかも給麓に使用して､あるがままの姿｡

そうだ'これだった

んだ!　と私の体が揺れた｡

今までの私の集大成

としてすべてのパーツを活躍できるのは画廊

鈴木幸永(左端)展にて



3/29-4/10 �.�,h-ﾈ+�ﾈ��uﾉOXﾕｨﾞﾉV�5r�

4/12-17 ��:�ｾ���絵画展 

4/19-5/1 凭冦慰ｸ亦�絵画展 

5/3-8 ��因H��絵画展 

5/10-22 ��969]ｹ{"�絵画展 

5/24-6/1 傀ｩ�ﾈ爾�絵画展 

6/7-12 �5(8ﾈ4�5h8x995r�

6/14-19 �?ｩ?ｨ橙��79�i�b��日本画展 

6/21-7/3 傅ﾉg�諸Wb闔育�)�ﾉ5r�陶芸.絵画展 

7/5-17 ���ｨ���9Oﾂ�絵画展 

7/19-31 亳x圷ｿYyﾒ�陶芸展 

8/2-14 仗�:�h9Oﾂ�絵画展 

(8/15-21夏季休業) 

8/23-9/4 亶h迄���8���絵画展 

9/6-18 ��鯖|yyｲ霎���)�ﾉ5r�陶芸展 

9/20-10/2 �4ﾘ888�8ｨ�ｸﾆH耳�D雍ﾉD�5r�

10/4-16 冢ﾉ69��ﾒ�絵画展 

10/18-30 �698xﾉ(鶯�絵画展 

ll/1-13 傅ﾈﾋHｮﾉWb�版画展 

ll/15-27 ��78ﾔ颱b�日本画展 

ll/29-12/ll ��Y[ﾘｮﾈｷb�絵画展 

12/13-25 僖駟h6�888ｨ6X4(�ｸﾞﾉV�5r�

2012年 

1月～22 ��h�ﾞﾉV�5r� 

1/24-29 ��ﾘ皐ﾘ騫��絵画展 

1/31-2/12 偬穎ﾉ�y-��陶人形展 

2/14-26 仞駑移ｨﾔ餤b�陶芸展 

2/28-3/ll 傚yzﾈ蕀�ﾉ5r�絵画展 

者'指導者の存在が浮かんだ｡
中学の恩師･八島正明先生と

一水会重鎮･田島健次先生｡

お二人に胸の内を話すと二

つ返事で了解をしていただけた｡この日の感激は今でも嬉しくて忘れられない｡

さて'開業当日-雷鳴の轟-

土砂降りの雨･･よりにもよってこんな日に/

心配をよそにた-さんの

方々にお集ま-いただきホッと胸をなでおろした'2010年9月2 3日でした｡

鳴物入-で始まったギャラ

リー慧(けい)　のコンセプトは感性を呼び覚まそう/です｡

ちなみに慧　(けい)　は､仏教で目にする難しい漢字ではありますが'慧眼'慧敏という使い方で'物事をよ-見る'悟-賢いという意味で'私としてはないものねだりなことですが'本物の芸術にむき合えるギャラリーとして'今後は大勢の方々に来て頂き､作品を観賞Lt癒しと刺激､そして心和む空間になっていけたらと思っています｡また'私自身も'一期一会を大切に'来て頂いた一人ひとりとのかかわりを大事にイキイキ輝いて生きたいと思っています｡

ギャラリー慧は､絵画･陶芸･写真･書･クラフトデザイン･工芸などの個展･グループ展の展覧会場

として多目的にご利用可能です｡

期　間　火曜日～日曜日までの6日間(1クール)月曜定休日

■利用時間/午前10時～午後5時､最終日曜日は4時まで

『搬入　/日曜日午後5時～又は､火曜日開催時間前まで

■　搬出　/日曜日午後4時～ (約1時間くらいでお願いします)

料　金1クール　30,000円　展示販売を希望する方については､ 1作品20%の手数

料を頂きます｡

お申し込みの際､予約金として20,000円を

内金として納入して頂き､残金は会期当日に

完納下さい｡ご予約を受け付け後､当方の理

由による場合を除きキャンセルされる場合は､

いかなる理由でも予約金は返金いたしません｡

又､開催1ケ月前迄のキャンセルは全額お支

払い頂きます｡

利用権の転貸･譲渡はできません｡

設　備　受付カウンター､テーブル､会議テーブル､

パイプ椅子､スポットライト､給湯など

又､招待状､カタログ､ポスター等は使用者

でご手配ください｡ (業者はご紹介します)

(約100m3､天井2.75m)

戦ラリー
窯業

⊥≡≡ト

/ヽエけい
〒510-0085

四日市市諏訪町13-3.2F
TEL･FAX 059-354-2567
E-mail:gallery･kei@m5.cty-net.neJp

ギャラリー慧

至 ��鈴鹿 



わがサロンコンサート
那地区サロンコンサート実行委員会　樋尾正代

道と畑の境目がわからない闇の中揺れるライトに導かれてキララ学園体育館に‥･｡
一夜の夢のコンサートを送-続けているサークルの熱い思いを

お届けします｡　　　　　　　　　　　(レポーター清水暁美)

飛んでしまいます｡皆さまからの感謝の言葉一つ一つが私達の次の活動への原動力となっ

ています｡最後に私達の活動を支えて下さる心優しい方々に心から　クありがとう〟　です.

今から二十一年前､コンサー

ーなるものが芽生え'この芽を枯らすことな-大切に育てたいとの思いで実行委員会がスタートしました｡田園風景広がるこの県でいろいろなジャンルの本物の音楽を沢山の方に聴いてもらいたいとの一念で今日まで走-続けてきました｡
｢単なる同好会にすぎない｡

地区として協力する必要は無い｣など心ない言葉を耳にすることもありましたが'幸いにもすぼらしいスタッフに恵まれ'屈することな-活動を続けることができました｡入場料は当初から五〇〇円｡財源が乏し-演奏者に謝礼金を安-して

いただいたこともたびたびで

ウラナスURANUs　(天王星)　による邦楽の夕べ日　時　十一月十九日　(土)午後七時開演会　場　三重県立特別支援学校　北勢キララ学園体育館会　費　五〇〇円演奏者　中井智弥　(二十五絃挙)

岩田卓也　(尺八)

邦楽界の革命児と呼ばれる若きプレーヤーの演奏です｡
▼お問い合わせ　〇五九-三二六-〇〇五七　(樋尾)

す　(要するに'をぶつけて値切ったということです)｡

振-返って

みるといろいろなことがありましたが'コンサーー当日'演奏者'会場の方々'スタッフみんながすぼらしい感動を共有できることは最高の喜びで'苦労など吹っ

私達の熱さ思い



フラは楽し　人生楽し

プアメリアあかつき　会主　西村喜代子さん

先生は'待ち合わせの場所

に'車で来てくださいました｡声の澄んだとても明るい素敵な笑顔でお話しいただき'初めてお会いした感じがしない人でした｡

西村先生がフラを始めたの

は'一九九四年六月'四日市のカルチャーセンターでフラ教室を始めた時からだそうです｡フラの一日体験教室で'その優雅な踊-に心をうばわれ'踊-

続けて十七年､現在は'習う身から教える立場になり'小さなフラ･サークルの会主として活動されています｡
一九九七年六月'フラを習い

始めて3年目'ホノルルのNBcホールで開催されるキングカメハメハ･フラ･コンペティションにハワイのチームとして出場することになり'いきなり｢優勝｣されました｡

そのほか沢山のコンペにト

ちだそうです｡ふり返れば'すべてがいい思い出として残っているとのことでした｡

現在'先生が大切にしている

フラ･サークル　｢プアメリアあかつき｣は'四日市のあかつき台にあります｡毎週火曜日の午前一〇時からフラレッスンを楽しんでいるそうです｡会員の中には八〇代の方もおられて'健康であれば生涯踊れるものなのだと感心してしまいました｡

ライするチャンスに巡り会いました｡

その時から五

年間'お世話になった､フイフラオ･レイ･アロハの和田先生には'教室を辞めた今でも感謝の気持ちをお持

舞台が終って記念写真(-段目､中央が会主)

四日市あさけプラザ文化協
会に一昨年から入会して一生懸命に練習しているフラ仲間が｢春と秋の文化祭でスポットライ-の下で踊ることができとっても幸せ!｣と話して-ださいました｡

文化団体には'縁の下の力持

ち的な方々が居て成り立っており'随分お世話になっています｡と感謝の言葉をいただきました｡

また'七月二十七日　(水)夕

方六時三〇分から'あさけプラザの中庭で催されるフラコンサーー｢仲好しの他チームとのコラボをいかにみなさまに喜んで見ていただけるか｣をいろいろ考えおられました｡

先生には'踊るだけの楽しみ

ではないものがあるようです｡それは'フラを通していろいろな方に巡り会うことができ､人生が大き-広がって､本当によかったとお話されています｡これぞまさし-｢フラは楽し･人生楽し｣と言われる先生の生き方なんだと思いました｡

(レポーター　中西まき子)



私とシンボルマークデザインの

出会いは'1978年に応募した四日市交通安全協会のシンボルマークが最優秀賞とな-採用されたことがきっかけとなりました｡

これを機に自身のスキルアップ
を目的に応募したシンボルマークは通産で26点の作品が入賞を果たしました｡シンボルマーク創作の魅力は'自己イメージを高めて作った作品が採用されることにより'あらゆる媒体を通じて

作品がひと-歩きしていくことで'自分自身のデザインに対するバロメーターになることです｡

現在はパソコンの普及によりテ

クニックが優先され'アイデア的にも技法的にも出尽くされた感じがします｡私は限られた平面の中でいかに自己イメージを膨らませるかを頭にに措いて創作しています｡イメージを膨らませ増幅してい-ことで作品が除々にシンポラライズされ'簡略化されても主催者の意図が作品の中で反映する事ができればと思っています｡

このたび満を持して'入賞作
品を中心とした個展を開催します｡この個展が自身の還暦記念のイベントとな-'また新たなスタートラインとして'生涯現役を目指したいと思っています｡

-=≡===q _ __:
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広島県ホームヘルパー

シンボルマーク
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読
シンボルマーク

略歴
1951三重県亀山市に生まれる

1962　水九印刷株式会社入社　デザイン企画室に配属

1970　全国労働衛生週間ポスター金賞

1978　四日市交通安全協会シンボルマーク最優秀賞

1982　三重県ボランティア基金シンボルマーク特選

1986　第42回国民体育大会冬季大会(長野県)シンボルマーク佳作

1986　三重県献血推進ポスター最優秀賞

1986　桑名市制50周年シンボルマーク最優秀賞

1987　ヘルシー埼玉21県民運動シンボルマーク最優秀賞

1987　伊勢鉄道社章最優秀賞

1987　三重県交通安全シンボルマーク知事賞

1987　松阪開府400年まつりシンボルマーク最優秀賞

1987　匹把市市社会福祉協議会`儲社の店"マスコットキャラクター最優秀賞

1987　四日市市同和問題啓発ポスター市長賞

1987　水戸市制100周年シンボルマーク優秀賞

1987　名古屋市昭和区区制施行50周年シンボルマーク優秀賞

1987　三重県水産物消費拡大促進協議会シンボルマーク金賞

1988　名古屋市西区区制施行80周年シンボルマーク優秀賞

1988　四日市シティーマラソンポスター特選

1988　三重カルチュアフェスティバルシンボルマーク最優秀賞

1988　三重カルチュアフェスティバルポスター最優秀賞

1989　岐阜県阿木川ダムシンボルマーク佳作

1989　世界人権宣言40周年記念人権ポスター特別賞

1989　上野市制50周年シンボルマーク佳作

1990　暴力追放三重県民会議シンボルマーク優秀賞

1991四日市市ごみ減量､資源リサイクルキャラクター特選

1991第17回全国育樹祭シンボルマーク優秀賞

1992　三重県農村漁村の日シンボルマーク特選

1993　四日市西交通安全協会シンボルマーク最優秀賞

1993　広島県ホームヘルパーシンボルマーク入選

1993　楠町社会福祉協議会ボランティアマーク最優秀賞

2007　四日市市地域防犯協議会シンボルマーク最優秀賞



六月十一日から九日間にわ

たって市立博物館でネイチャーフォト市民公募写真展が開かれました｡(フォー十彩風景写真展と併設)　一〇〇点の公募作品が展示され'一八〇〇人からの来場者がありました｡会期中開かれた二度のデジカメセミナーも'それぞれ八十人近くの参加者があ-､質問など多-出され関心の高さを感じました｡デジタルカメラの普及で手軽に､上手に撮れるようになったことが要因ですが'｢できればもっと上手に撮りたい｣
｢撮った写真をひとに見てもらいたい｣という欲求もまた当然のことです｡

応募作品は最終日に風景写
真家山下茂樹氏から講評があり､プロの写真家の持つ高い感性での講評も参加者には参考になったようです｡四日市の文

化を考えるとき'四日市に活動拠点を置き'日本全国に作品を発信するプロの力の協力を得ることは大変有意義なことです｡今後とも四日市の文化的､質的向上のために市民公募展を続けていきたいと思います｡

教室･研究会のご蓑内
■初　級-100分/定員8名(3ケ月分/10,000円)

■中上級-1 00分/定員8名(3ケ月分/1 0,000円)

*月1回の勉強会又は撮影実習を実施

■マンツーマン-60分/定員1名(1回/5,000円)

■研究会会員-年会費/24,000

1入会金/¥2.000+バッヂ¥2,000

*写真展費用積立/¥500 (月)

*教室会場は写真ギャラリー十彩(近鉄富田駅から送迎有)

会員の特典
*山下プロが直接ポジの添削指導･アドバイスをします

*プロ担当(作家専属オペレーター)がプリントをします

*写真展(四日市､名古屋､京都､大阪､東京)開催しています

*各種撮影実習会(限定8名様)を多数企画

*中判カメラを対象とした645研究会に参加できます

会員募集中!

連絡先

三重県四日市市大矢知町1 530

te1 059-365-8289

山下茂樹(プロフィール抜粋)
フォト十彩主宰社団法人日本写真協会会員　日本写真作家協会会員1947年　三重県四日市市生まれ1965年　四日市市商業高校卒業1969年　愛知大学経済学部卒業後サラリーマン生活

を送る

2000年　有限会社オフハウスデザイン　[写真企画

室]　設立写真家として活動を始める

2001年　コダックフォトサロン/銀座にて個展

MauT-sland｢自然の香り｣開催富士フォトサロン/東京にて個展　富士山
｢四季彩色｣開催

2002年　富士フォトサロン/名古屋にて個展　富士

山｢四季彩色｣開催京セラコンタックスサロン/銀座にて個展

富士山｢変幻富士｣

北海道道東地区/北見NHKぎやらり-他'4ヶ所にて個展　富士山｢四季彩色｣中部近鉄百貨店美術画廊にて個展/富士山｢変幻富士｣Vol16アマテラス年鑑　(日本芸術出版社)招待作家　掲載風景写真研究会｢フォト十彩｣設立

2011年　ギャラリ-古都　(京セラコンタックスサロ

ン京都)　にて山下茂樹と仲間たち｢富士山写真展｣開催写真集｢富士山の四季｣　1月　講談社インターナショナル刊アステラス製薬株式会社　株関紙｢AsteEasSquare｣20)0-20tt表紙作品掲載



第6 1回市民芸術文化祭始まる′･
四日市2011

市民芸術祭の事業の-つ　｢四

日市アート展｣を'四日市市文化協会の自主事業に位置づけて'今年で7回目の｢四日市2011アート展｣を開催しました｡

市民文化のさらなる向上を

願い'｢作家'鑑賞者'主催者が協力して創-上げる展覧会｣をモットーに'従来からの出展ジャンルをひろげ'展覧会方法に工夫を加えるなどの視点で'地元作家の作品を大いに鑑賞する機会として企画'総合美術展にふさわしい優れた作品を展示'陳列しました｡

作品の中には日展'二科展'

県展'市展'全国公募展などで入選'入賞作品が多-あ-'作品をご堪能いただ-と共に'作品に込められた作者の情熱に想いをめぐらせ'作者による作品解説を聞-ことのできる展覧会として開催できました｡

今後､さらに多くの市民のみ

アート展に思うなさんにご来場いただき'当展覧会が継続発展していくために'若い力を積極的に取-入れ'新鮮な感覚が期待されています｡またみなさんと共に'次

化が少ない　(継続の作者が出品)｡点数アップを図る｡

一'展示'陳列方法に変化･工

夫が少ない｡展示スペースが狭いので'大幅な改善'点数の増加が難しい｡思い切って会期を延長､会場も文化会館以外も考慮'展示会場を分散した-ジャンル別にした開催を企画す

る｡

一'基本理念は守-ながら､作

品のジャンルの広がりをどうするか｡出展者が特定の会派に集中しないように'マンネリ化するのを防ぐ手だてが必要｡

一'各ジャンルごとの実行委員

による推薦要領　(方法)　を見直す｡　　　(加藤　武)

代を継ぐ若者'子どもたちへの育成支援は欠かすことのできない課題と思います｡

そのためにい

-つかの改革を提起しました｡
一㌧　出展作品が

少ない　(総数が90点前後)｡各ジャンルとも'幅広い会派の作者に出品を依頼(特に絵画'書道'彫刻'写真'工芸)｡

一､出展作者に変

アートアドバイザー赤川一博さんの解説を聴く

実行委員が作成した入口のモニュメント



第61回市民芸術文化祭

第61@gIの『日本食綱まつり』を竣えて

今年も先日'文化協会舞踊-那

門としての恒例の舞台『日本舞踊まつり』　のプログラムを会員の皆様と共に作成致しました｡

伝統芸能の一翼を担い'三味線'

笛'鼓'琴などの邦楽にのせて'四季の様子や花鳥風月また江戸の風物など､今年も盛-沢山の番組が出揃いました｡

踊りの内容は様々で舞台を努め

る姿は幼い子供さんもベテランのみなさんもとても美しいものです｡この日の為にお稽古に励んだことへのご褒美でしょう｡

さて'まだ戦後という言葉が身

近であった頃から西川司女師　(前部門長)　はじめ赤堀つる昭師(現部門長)　など長きに及んで指導して下さった先生方'それに続けとばかりに日々の精進と弛まぬ努力

｢第60回日本舞踊まつり｣にて

を自らに'お弟子へと伝承し続ける皆さん'そして観客の皆様の応援を頂いて'市民文化祭第1回から参加して　『第6 1回目』　が1 0月1 0日午後一時より文化会館第2ホールにて華やかに幕を開けます｡継続は力であると実感致してお-ます｡華麗な競演をお楽しみ下さい｡

なお'チケットのプレゼントも

受付けます｡市広報をご覧いただ-か'左記までご連絡-ださい｡

(西川保歳)

｢第28回三重県邦舞会｣にて

日本舞踊まつりのプレゼントチケツ 

にちじ2011年10月10日(月.祝)13時開演 

ところ四日市市文化会館第2ホール 

内容長唄､大和楽､常磐津､清元､-中などのプログラムで8社 

中の競演ですo 

入場料500円(文化会館にて発売) 

募集人員50人(抽選にて)締切り9月10日(消印有効) 

申し込み往復はがきに｢舞踊まつりチケット希望｣と書いて住所､名 

前､電話番号をご連絡ください(各必要事項を書い 

ていただければ1枚に4人まで記入可)o 

ご住所は返信用にも書いてください○ 

〒510-0057昌栄町21-10文化協会｢舞踊まつり｣係あて○ 

お問い合わせ059-32ト3777(赤堀) 



【耶削郡弱酢封にちじ　1 0月16日(日)1 3時30分開演ところ　市文化会館　第Iホール入場料一般一〇〇〇円(高校生以下の同伴一人可)

小～高校生　五〇〇円

去る4月1 2日に文化庁長

官の近藤誠一氏が'次のようなコメンーを発表されました｡｢東日本大震災によって'被災地以外の地域においても伝統的な行事や文化芸術活動が縮小されるなどの動きがあるが'文化芸術は本来'私たちの心に安らぎと力を与え'地域の杵を強め'明日への希望を与えてくれるものである｡その縮小は経済社会全体の活力によって好ましいものではない｡全国各地の活発な文化芸術活動によって'国民ひと-ひと-が活力を取-戻すことが'日本全体の元気を復活させるために必要なことであ-'被災された方々に対する一層の支援につながるものと考える｡｣このコメントが後押ししてくれたように'去る6月5日に開催した第33回定期演奏

会には'予想以上の入場者があるなど'多くの方々の温かいご支援に勇気付けられたところです｡

さて'前述が長くなりま

したが'来たる1 0月1 6日(冒)午後2時30分開演の｢もっと気軽にオーケスーラ｣演奏会は'日ごろクラシック音楽に馴染みのない方々など'幅広い年齢の方々に'オーケスーラの生の音を楽しみながら聴いていただく企画です｡

特に'オーケスーラス--

リーズ｢となりのーーロ｣は'誰もが知る映画｢となりのーーロ｣　の音楽をオーケストラの演奏とナレーションで表現します｡又'オペラアリアや指揮者体験等もあるなど､是非ともご来場いただければ幸いです｡

(団長　水谷　達)

第10回記念四日市短詩型文学祭

葡渚｢金子みすヾ乳念館館長兵崎帝人きん｣
1 1月2日(木)13時30分　市文化会館第3ホール

四日市市民文化祭の
催しの一つとして'四日市短詩型文学祭が初めて開催されたのは平成十四年の十一月｡短歌'俳句'川柳'現代詩'連句の'日頃はまるで交流のない五つのジャンルが一同に会してのイベンーで､しかも所属結社グループ関係なし'全市民を対象とした'まさに　｢祭｣　にふさわしい試みとして､スタート時より多くの短詩型文学好きの関心を集めました｡途中､平成十八年'第五回から'四日市市出身の直木賞作家'伊藤桂一氏の名を冠した大賞が創設され'さらに1層の盛-上がりを見せております｡また'年々に'四日市の名産品その他にちなんだ優秀作品を表彰'寄贈された品々が特別賞として贈呈される'という楽しみもあります｡

こうして'今年は記念
すべき第十回を迎えま

すが'その特別企画として｢金子みすず記念館｣館長の矢崎節夫先生をお招きし､｢金子みすずの世界｣　と題するご講演いただ-ことに致しました｡半田二

二二日立叶--1

ついては市の広報などで別途ご案内します｡　　　　(西田青沙)
伊藤桂一オータムセミナー｢コンサート&講演｣のご案内にちじ　2011年9月1 9日(月･祝)1 3時30分ところ　四日市市文化会館第3ホール内　容　音楽と文学の出会い

第1部(コンサI卜)合唱団　｢うたおに｣　出演

･スキヤキ､ふるさと､砂山など懐かしい歌･混声合唱曲｢水車｣､男声合唱曲　｢戦旅｣

伊藤桂一作詩　高田三郎作曲

第2部　伊藤桂一講演会　演題　｢文学と趣味｣

参加費(資料代ほか)　1000円(当日1200円)定　員　100人(朱着順)締切り　8月30日消印有効お申込み　はがきに伊藤桂一セミナー希望と書いて､

住所､名前､電話番号をご達ください(各必要事項を書いていただければ1枚に何人でも記入可)｡

〒510-0057　昌栄町21-10

文化協会｢伊藤桂一セミナー｣係あて｡

お問い合わせ　059-326-1970(志水)



〇第十六回　小原芳美バレエスタジオ発表会

｢くるみ割り人形｣全幕

日　　時　七月十七日(日)　開演十六時会　　場　四日市市文化会館第lホール入場料一五〇〇円お問い合わせ　〇五九-≡二二-E]七八二(赤瀬)

会　　場　田日市市楠福祉会館入場無料お問い合わせ　〇五九-三四七-二二五一(西尾)

○混声合唱団ヴオーチェ　第五回定期演奏会日　　時　七月二十匹日(日)　開演十四時会　　場　田巳市市文化会館第二ホール入場料　大人一〇〇〇円

高校生以下五〇〇円
(いずれも当日も)

お問い合わせ　〇五九-三五五-七八一八(小岐須)

○池坊匹日市支部支部花展
～あなたに伝えたい心～

日　　時一〇月二十九日(土)三十日(日)

開演一〇～十｣八時

会　　場　四日市商工会議所大ホール入場無料お問い合わせ　〇五九-三五三-〇九九〇(岡島)

〇第四十五回記念マリンバフェスティバル日　　時　八月七日(冒)　開演十田時会　　場　四日市市文化会館第二ホール入場料一〇〇〇円(当日〓I〇〇円)お問い合わせ　〇五九-三E]｣八-田[E]l(田岩)

○民踊舞踊会日　　時一〇月三十日(日)　開演十一時会　　場　田日市市文化会舘第二ホール入場無料お問い合わせ　〇五九-三五三-七八六〇(内田)

○第三国　垣根のない音楽のコlフボレーション

～地域にねぎしたコンサート～

日　　時　九月十一日(日)開演十三時

○女声合唱LuCe第一回演奏会日　　時　十一月二十三日(水･祝)

開演十三時三〇分

会　　場　田白市市文化会館第二ホール入場料　大人八〇〇円(当日も)お問い合わせ　〇九〇-二九三七-七三二田(南川

短　信　　志水雅明

昨年1 1月'皆様のお蔭により'｢地域

文化功労者｣として文部科学大臣表彰を受けましたが､その後執筆･出版関係の仕事が多く舞い込んで来ていますo

今年の3月1 1日は未曽有の大地震'東

日本大窪災が発生して'いまだに連日の如くその後の状況が報道されていますが'その翌日の3月12日が堀木素秋氏　(本名悼)　の一周忌でした｡

95歳で捜した素秋氏の一周忌を修して
退族より委嘱され､遺稿集『堀木素秋句集』　を編集･発行して多-の方から種々のご意見'ご感想をいただいていますo　最近では清水信氏による書評(『XYz1-2』平成23年5月)　の他､｢中部の文芸｣　(辛成23年6月23日付｢中日新聞｣)　では加藤かな文民により｢60年を経ても輝き新鮮｣と過して大きく散-上げられました｡

プレゼント

『堀木素秋句集』　を先着30名の方に
進呈します｡ご希望の方は､100円切手一枚を同封して文化協会事務局へお申し込み下さい｡

1万では､1昨年の四日市市文化功労者表彰を受けられたハーモニカの黒川裕規氏の自分史　『黒川裕親が語る　ハーモニカ人生を歩み来て』　の加筆･編集も依頼され､郎版妄○頁の1本が7月末には発行される見通しになっています｡これまでの文化功労者の中では唯一の自分史作りだと思われますが'編集子としては関係写真も多用しながら　｢四日市現代文化史｣　にもなるように配慮したつもりです｡

また､名古屋の樹林舎からや月に発行
予定のアルバム集『四日市の昭和』では｢文学者･文学作品から見た四日市｣　と超して各章のコラムに執筆をする予定です｡恐らく初めての　｢四日市昭和文学史｣　になると思いますので'是非ともご一読の上､ご意見･ご感想をお寄せください｡



賛助会員(個人) 50音順･敬称略

◎平素のあたたかいご支援に感謝申し上げます｡

お名前 
一見政幸 

小林博次 

佐々木龍夫 

杉浦貴巳 

杉之内昭二 

田中俊行 

津田健児 

豊田政典 

中川正春 

永田正巳 

水野幹郎 

毛利彰男 

森満郎 

若菜淳二 

賛助会員(法人)順不同･敬称略
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～平成2 3年度四日市市文化協会役員～

顧　　問　　　　　　　　　　　　　　森　　紀元

佐々木龍夫

名誉会長　　　　　　　　　　　　　　木村　道山

理事長(事務局長兼務)　　　　　西村　邦彦

副理事長(文化交流･渉外)　　　　　芝田　尚輝

副理事長(法人化･四日市音楽祭)　　水谷　　達

会計監査　　　　　　　　　　　　　　一木　勝弘

内田　量子

事務局体制

事務局次長(事業部)　　　　　　花井　高峰
- ｢四日市アート展｣委員長

事務局次長(事業部)　　　　　　　西田　青沙
-短詩型文学祭委員長

事務局次長(サボート部)　　　　　奥山　秀男
-学校訪問､新春の集いほか

事務局次長(事務副局長)　　　　　白井　良昭
-市民芸術文化祭ほか事業

会　　　計(事務副局長)　　　　　加藤えっ子

事務局員　　清水　暁美(パッション)

西川　保歳(伝統文化)

伊藤　洋史(ホームページ)

南郷　卓宏

中西まき子

鈴木　次男(文化賞:仮称)
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●発　行　平成23年7月1 5日●発行人　西村　邦彦●編　集　文化協会広報部会
石井　　亨　　加藤　　武清水　暁美　　中西まき子

(オブザーバー)
石松　　延　　九鬼多賀子

●発行所　四日市市文化協会
〒五10-〇〇五七四日市市庄栄町二1-10TEL･FAX〇五九　(三五二　三七二九

《編集後記》
☆原稿の校正をしていて'｢花を生ける｣　と　｢花を活ける｣　どちらが正しいのか迷った｡今は原稿を書-のにパソコンを使うが'筆記用具としては実に便利で'書けない漢字も正しく書-Lt　文章の並べ替えもあっという間だ｡しかし'いざ手書きすると'簡単な漢字が書けない時がある｡これではいけないと思いつつ､携帯のメールで調べている｡｢生ける｣と｢活ける｣　は'どちらも正しいのだそうだ｡もちろんパソコンで調べた｡

(石井　亨)
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